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 [授業の概要・目的]
地域への地理学的アプローチ。
人びとの暮らしを支える地域を、地理学はどのように捉えてきたのか、そして地誌をいかに書いて
きたのかについて考えてゆく。

 [到達目標]
地域地理学の実際の研究過程、地理教育、地域論、地誌の伝統、さらに学史を考えることで、地域
地理学の基本的な事項を理解する。

 [授業計画と内容]
以下のような課題について、１課題あたり１～２週の授業をする予定である。授業回数は15回、最
終回はフィードバック。
（１）地域地理学と地理学：地域とは何か？
（２）地域を考える：地域を共感的に理解するとは？
（３）地域を調べる：なぜフィールドにでかけるのか？
（４）地域を伝える：ステレオタイプ化を避けるためには？
（５）等質地域：地域はどのように把握されてきたのか？
（６）機能地域：もう一つの地域の捉え方とは？
（７）グローバル化：ローカルとしての地域とは？
（８）風土記：なぜ地誌は書かれたのか？
（９）方志：中国で書き継がれてきた地域とは？
（10）近代と中国地誌：近代に中国をいかに書いてきたのか？
（11）近代地理学と地域：科学としての地理学の形成の過程とは？
（12）地域地理学の20世紀：地域そのものが問題？
（13）地図と京都：地図の大切さとは？

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
主に期末試験による（8割）が、授業への参加度を加味する（2割）。
授業への参加度は、授業終了時のミニッツペーパー（5％）と授業後2週間以内に提出する課題レポ
ート（15％）の提出によって測る。

 [教科書]
使用しない
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業ごとに提示される課題レポートに取り組むことで、授業内容の理解を深め、さらに自らの興味
関心に応じて発展させることが可能となる。なお課題レポートは3回の提出を標準とする。

 [その他（オフィスアワー等）]
履修希望者が教室の収容可能人数を超えた場合には、履修制限を行うことになります。とくに履修
を希望する学生には「教員推薦」を行う予定です。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
総合人間学部


